
　　　　

2024 年 12 月 20 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

遠足・こいのぼり集会・平和コンサート・保護者会＆保育参観・プール遊び・夏祭り・親子海水浴・川遊び・地域の行事見学（アンガマ―）・タッチプール・サップ、カヌー体験・　干潟観察・
施設交流・クッキング・ハロウイン仮装行列・クリスマス会・社会科見学（警察署・消防署等）・お買い物体験・離島めぐり・外食体験・初詣・餅つき会・節分集会・ひな祭り会・クリスマスコ
ンサート・アート展・サンクスパーティー
≪毎月の行事≫
誕生会・避難訓練（火災・地震・不審者対応・津波・防災講話）

家族支援

①定期的な個別面談でご家族の困り感を話し合い、サポートを行います。
②定期的にペアトレを行う。③送迎時に、家庭やちゅらハウス、学校の様子を
共有し支援に繋げる④ブログやライン等を活用し、活動の様子を伝えます⑤相
談窓口を設置し、いつでも相談できる体制を整えます⑥療育相談を開催

移行支援

ライフステージの切り替えを見据えた奨励的な移行に向けての準備（移行先との
調整等）や、併行利用先との子どもの状態や支援内容の共有。地域における仲間
づくり等の支援を行う。

地域支援・地域連携

①放デイ事業所や、こども園、学校、医療機関等との情報共有と連携を図る。
②こども部会等や連絡協議会等への参加。
③イベントへの参加や、公共施設などの活用を通して地域との交流する。 職員の質の向上

①定期的な事業所内研修やケース会議等を通して、必要なスキルと知識を学ぶ
②外部研修への参加
③資格取得に向けた研修会参加

支　援　内　容

①検温・持ち物の片付け・手洗い・うがい・トイレ誘導のルーティンの確立を図りながら、基本的な生活スキルの向上を目指すと共に、保護者との体調面での連携と共有を図る。
②場面に応じた個別・個室の環境設定や構造化での生活環境整備（視覚的なレイアウトや掲示等）で、落ち着いて活動に参加出来るように支援を行う。
③おやつ作りやクッキング等での食育を行う。

①随意運動、園外・室内運動遊びを通し、基本的な動作の向上を目指す。
②動作法を取り入れ、動作の改善を図る。
③３B体操（楽しくリズミカルに体を動かしながら全身を鍛え、心身をリラックスさせる）、空手（武道を通して、礼儀作法の習得や心身の発達育成を図る）を行う。

本
人
支
援

①スケジュールやルールなど視覚的なツールで、一人一人に応じた環境整備を行う事で、スムーズに活動に参加できる。
②天気、気温、日付の把握と確認による感覚・数の認知形成
③アートセラピーや、制作活動を通し「色」・「形」・「数」・「空間」　等の概念の形成を図る。
④怒りの感情がある時に自分でコントロール出来るようにクールダウンスペースを確保する。

①SSTを行い、社会の中で暮らしていくための基本的なスキルの獲得を目指す
②活動や、生活の振り返りの中で気持ちを伝える体験の場を設ける（終わりの会の場面等で、ちゅらハウスや学校での楽しかったことや出来事など自分の言葉で発表する）
③長期休暇時は、子ども達主体での活動が主になるので、みんなで話し合い、一人一人の意見が出せ、協力しながら楽しく過ごせるようにする。
④読み・書きに対する学習支援を行う。

①集団での遊びや活動を通し、ルールを覚えたり役割分担を理解したりしながら他人と強調する力を養う。
②SSTを行い、ロールプレイを通して模範行動の支援を行う。
③多様な子ども達、異年齢の子ども達の交流活動の提供。
④お買い物体験で、お金の使い方や購入行動を練習し、お金や人とのやり取りを通して社会的自立、参加を目指した生活力を養う。
⑤社会体験や地域交流の場を設ける。

支援方針

≪共通≫
①子ども達主体での活動、支援を目標に、出来ることを増やしながら、自分で考え行動する力を育てる。
②多様な子ども達が一緒に過ごす事で、思いやりの心・素直な心を育みながら、様々な体験活動を通し、創造性や社会性、協調性を養う。
③ご家族をはじめ、地域や関係機関との連携を図る。
≪児童発達支援≫
①個別の対応を基本に動作法を取り入れ、それぞれの課題に沿った訓練を行う。
≪放課後等デイサービス≫
①楽しく活動に参加出来るよう、本人の特性に配慮しながら環境設定を行い、ひとりひとりに寄り添った支援を行う。
②プログラム活動を通して色々な活動に参加し、沢山の「できた！」という達成感を「自信」に繋げていく。
③障害のあるなしに関わらず多様な子ども達と交流しながら、コミュニケーションを楽しんだり、一緒に遊ぶ楽しさを感じることが出来るような場の設定を行う。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
障害のあるなしに関わらず、一人一人が自分らしく当たり前の生活をごく自然に、当たり前に、安心して生活する社会になるために、一緒に考え、学びあい、支えあいながら、一人一人のニーズ
に合わせて優しさと思いやりの心で支援していきます。

事業所名 障害児通所支援事業所ちゅらハウス 作成日支援プログラム


